
○
　
△
△
駅
・
前
道
路
（
朝
）


　
　
人
通
り
の
少
な
い
道
路
。


　
　
杉
山
孝
太
（
１
８
）
、
夏
用
の
制
服
で
高
校
の


　
　
カ
バ
ン
を
背
負
っ
て
、
眠
そ
う
に
歩
い
て
い
る
。


　
　
そ
の
ま
ま
、
駅
に
入
っ
て
行
く
。


○
　
同
・
改
札
（
朝
）


　
　
孝
太
、
歩
き
な
が
ら
カ
バ
ン
を
片
肩
に
か
け
、


　
　
カ
バ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
定
期
を
取
り
出
し
、


　
　
カ
バ
ン
背
負
っ
て
、
改
札
を
通
っ
て
行
く
。


○
　
同
・
２
番
ホ
ー
ム
（
朝
）


　
　
人
の
多
い
ホ
ー
ム
。


　
　
孝
太
、
人
を
避
け
な
が
ら
奥
の
方
へ
歩
い
て
行


　
　
く
。
ホ
ー
ム
の
一
番
端
ま
で
来
て
、
乗
客
の
列


　
　
に
並
ぶ
。
カ
バ
ン
を
前
に
掛
け
、
カ
バ
ン
か
ら


　
　
英
語
の
単
語
帳
と
ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ
ヤ
フ
ォ
ン
を


　
　
出
す
。


ホ
ー
ム
ア
ナ
ウ
ン
ス
「
ま
も
な
く
、
７
時
４
３
分
発


　
　
快
速
○
○
行
き
が
到
着
し
ま
す
」


　
　
孝
太
、
イ
ヤ
フ
ォ
ン
を
耳
に
入
れ
、
ス
マ
ホ
で


　
　
音
楽
を
流
す
。
単
語
帳
を
開
く
。


　
　
電
車
、
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
き
て
、
停
車
し
、
ド


　
　
ア
が
開
く
。


　
　
電
車
か
ら
降
り
て
来
る
人
は
殆
ど
お
ら
ず
、
並


　
　
ん
で
い
た
列
の
人
た
ち
、
電
車
に
乗
る
。


○
　
電
車
内
（
朝
）


　
　
孝
太
、
電
車
に
乗
り
、
壁
際
に
行
き
、
入
り
口


　
　
の
方
を
向
く
。


　
　
ド
ア
が
閉
ま
り
、
電
車
、
発
車
す
る
。


　
　
孝
太
、
壁
に
も
た
れ
、
真
剣
に
単
語
帳
を
見
て


　
　
い
る
。


　
　
周
り
の
乗
客
、
ス
マ
ホ
を
見
た
り
、
本
を
読
ん


　
　
だ
り
し
て
い
る
。


　
　
×
　
　
×
　
　
× 

　
　
孝
太
、
赤
シ
ー
ト
で
単
語
を
隠
し
な
が
ら
、
真


　
　
剣
に
単
語
帳
を
見
て
い
る
。


　
　
電
車
、
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、
駅
に
到
着
す
る
。


　
　
孝
太
、
顔
を
上
げ
、
ド
ア
の
方
を
見
る
。
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ド
ア
が
開
き
、
多
く
の
乗
客
が
降
り
て
行
く
。


　
　
孝
太
、
ド
ア
の
方
を
見
て
い
る
と
、
数
人
の
人


　
　
と
山
峰
鈴
華
（
１
８
）
、
電
車
に
乗
っ
て
来
て


　
　
ド
ア
の
す
ぐ
横
の
壁
に
も
た
れ
る
。


　
　
孝
太
、
単
語
帳
に
目
を
落
と
し
な
が
ら
も
、
鈴


　
　
華
を
チ
ラ
チ
ラ
と
見
て
い
る
。


　
　
電
車
、
発
車
す
る
。


　
　
鈴
華
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ
ヤ
フ
ォ
ン
を
し
て
、
孝


　
　
太
の
も
の
と
は
違
う
種
類
の”

新
品
の
単
語
帳”




　
　
を
カ
バ
ン
か
ら
出
し
、
読
み
始
め
る
。


　
　
孝
太
、
単
語
帳
を
見
て
い
る
フ
リ
を
し
な
が
ら
、


　
　
鈴
華
を
チ
ラ
チ
ラ
と
見
て
い
る
。


　
　
鈴
華
、
真
剣
に
単
語
帳
を
見
て
い
る
。


　
　
×
　
　
×
　
　
×


　
　
孝
太
、
カ
バ
ン
に
単
語
帳
を
入
れ
る
。


　
　
電
車
、
徐
々
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、
停
車
す
る
。


　
　
鈴
華
、
未
だ
に
単
語
帳
を
見
て
い
る
。


　
　
ド
ア
が
開
き
、
孝
太
、
鈴
華
を
横
目
に
見
な
が


　
　
ら
、
電
車
を
降
り
て
い
く
。


　
　
鈴
華
、
孝
太
に
は
全
く
気
づ
い
て
い
な
い
。


○
　
◻︎
◻︎
駅
・
１
番
ホ
ー
ム
（
朝
）


　
　
孝
太
、
電
車
か
ら
降
り
て
来
て
、
少
し
歩
く
。


　
　
電
車
、
ド
ア
を
閉
め
、
発
車
す
る
。


　
　
孝
太
、
電
車
の
方
に
振
り
返
り
、
窓
か
ら
見
え


　
　
る
鈴
華
を
目
で
追
い
、
改
札
に
向
か
っ
て
行
く
。


○
　
△
△
駅
・
２
番
ホ
ー
ム
（
朝
）


　
　
孝
太
、
い
つ
も
と
同
じ
位
置
で
カ
バ
ン
を
前
に


　
　
か
け
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ
ヤ
フ
ォ
ン
を
し
、
電
車


　
　
を
待
っ
て
い
る
。


　
　
電
車
、
駅
に
や
っ
て
来
る
。


　
　
乗
客
、
電
車
に
乗
り
込
ん
で
い
く
。


○
　
電
車
内
（
朝
）


　
　
孝
太
、
い
つ
も
と
同
じ
位
置
に
行
き
、
壁
に
も


　
　
た
れ
、
目
を
瞑
る
。


　
　
×
　
　
×
　
　
× 

　
　
電
車
、
徐
々
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
始
め
る
。


　
　
孝
太
、
目
を
開
け
、
背
筋
を
正
す
。
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電
車
、
停
車
し
て
、
ド
ア
が
開
く
。


　
　
多
く
の
乗
客
が
降
り
、
鈴
華
、
乗
り
込
ん
で
来


　
　
る
。
い
つ
も
の
位
置
に
行
き
、
カ
バ
ン
か
ら
単


　
　
語
帳
を
出
し
、
真
剣
に
見
始
め
る
。


　
　
孝
太
、
そ
の
様
子
を
見
届
け
、
カ
バ
ン
か
ら
鈴


　
　
華
と
同
じ
種
類
の
新
品
の
単
語
帳
を
出
す
。


　
　
鈴
華
、
真
剣
に
単
語
帳
を
見
て
い
る
。


　
　
孝
太
、
鈴
華
を
チ
ラ
チ
ラ
見
る
。


　
　
×
　
　
×
　
　
×


　
　
電
車
、
徐
々
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
始
め
る
。


　
　
孝
太
、
単
語
帳
を
手
に
持
っ
た
ま
ま
、
カ
バ
ン


　
　
を
背
負
う
。


　
　
鈴
華
、
真
剣
に
単
語
帳
を
見
て
い
る
。


　
　
孝
太
、
ド
ア
の
方
を
見
な
が
ら
、
鈴
華
の
目
の


　
　
前
に
立
つ
。
鈴
華
が
い
る
方
の
右
手
に
は
、
鈴


　
　
華
と
同
じ
単
語
帳
を
持
っ
て
い
る
。


　
　
電
車
、
停
車
し
、
ド
ア
が
開
く
。


　
　
孝
太
、
少
し
単
語
帳
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。


　
　
鈴
華
、
孝
太
の
方
は
全
く
見
て
い
な
い
。


　
　
孝
太
、
そ
の
ま
ま
電
車
を
降
り
て
行
く
。


○
　
◻︎
◻︎
駅
・
１
番
ホ
ー
ム
（
朝
）


　
　
孝
太
、
電
車
か
ら
出
て
く
る
。


　
　
電
車
の
ド
ア
が
閉
ま
り
、
発
車
す
る
。


　
　
孝
太
、
鈴
華
の
方
を
見
る
が
、
孝
太
に
は
全
く


　
　
気
づ
い
て
い
な
い
。
そ
の
ま
ま
、
改
札
の
方
へ


　
　
歩
い
て
行
く
。


○
　
電
車
内
（
朝
）


　
　
ど
ん
ど
ん
と
移
り
ゆ
く
季
節
。


　
　
孝
太
、
ど
ん
ど
ん
と
厚
着
に
な
っ
て
行
く
。
い


　
　
つ
で
も
同
じ
場
所
で
単
語
帳
を
見
な
が
ら
、
い


　
　
つ
も
同
じ
場
所
で
単
語
帳
を
見
て
い
る
鈴
華
を


　
　
見
て
い
る
。


　
　
鈴
華
が
教
材
を
変
え
る
た
び
、
幸
太
も
同
じ
教


　
　
材
で
勉
強
し
て
い
る
。


○
　
× 

× 

駅
（
朝
）


　
　
い
つ
も
と
違
う
駅
。


　
　
幸
太
、
冬
用
の
制
服
で
ネ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
マ
ー
を
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し
、
イ
ヤ
フ
ォ
ン
は
せ
ず
に
電
車
を
待
っ
て
い


　
　
る
。
そ
わ
そ
わ
し
て
落
ち
着
き
が
無
い
。


　
　
電
車
、
や
っ
て
来
て
、
停
車
す
る
。


　
　
幸
太
、
電
車
に
乗
り
込
む
。


○
　
電
車
内


　
　
い
つ
も
と
は
違
う
電
車
。


　
　
幸
太
、
乗
り
込
ん
で
壁
際
に
行
こ
う
と
す
る
が
、


　
　
空
い
て
い
な
い
。
カ
バ
ン
を
前
に
掛
け
、
吊
り


　
　
革
を
掴
む
。


　
　
電
車
、
発
車
す
る
。


　
　
×
　
　
×
　
　
×


　
　
幸
太
、
使
い
古
さ
れ
た
単
語
帳
を
見
て
い
る
。


　
　
電
車
、
徐
々
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、
停
車
す
る
。


　
　
幸
太
、
入
り
口
か
ら
少
し
離
れ
る
。


　
　
ド
ア
が
開
き
、
数
人
の
人
が
乗
り
込
ん
で
く
る
。


　
　
幸
太
、
乗
り
込
ん
で
く
る
人
を
見
て
い
る
と
、


　
　
鈴
華
、
使
い
古
さ
れ
た
幸
太
と
は
違
う
種
類
の


　
　
単
語
帳
を
持
ち
、
乗
り
込
ん
で
く
る
。


　
　
幸
太
、
驚
い
た
表
情
を
見
せ
る
。


　
　
×
　
　
×
　
　
×


　
　
電
車
、
停
車
す
る
。


　
　
幸
太
、
単
語
帳
を
カ
バ
ン
に
入
れ
、
降
り
る
準


　
　
備
を
す
る
。


　
　
鈴
華
、
未
だ
に
単
語
帳
を
見
て
い
る
。


　
　
ド
ア
が
開
き
、
幸
太
、
鈴
華
を
ち
ら
っ
と
見
て
、


　
　
降
り
る
。


○
　
△
○
駅
・
３
番
ホ
ー
ム
（
朝
）


　
　
幸
太
、
電
車
か
ら
降
り
て
来
て
、
鈴
華
の
方
を


　
　
見
る
。


　
　
鈴
華
、
単
語
帳
を
見
て
い
る
。


　
　
電
車
、
ド
ア
を
閉
め
、
発
車
す
る
。


　
　
幸
太
、
鈴
華
を
見
て
い
る
と
、
鈴
華
、
幸
太
を


　
　
見
る
。


　
　
幸
太
、
目
が
離
せ
ず
に
鈴
華
を
見
て
い
る
と
、


　
　
鈴
華
、
幸
太
に
微
笑
み
か
け
る
。


　
　
幸
太
、
自
然
に
笑
み
が
溢
れ
る
。


　
　
電
車
、
走
り
去
っ
て
行
く
。


　
　
幸
太
、
静
か
に
深
呼
吸
し
、
改
札
に
向
か
う
。
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